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近
年
、
日
本
各
地
で
大
地
震
や
局
地
的
な
集
中
豪
雨
、
大
型
の
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
東
近
江
市
も
、
鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
や
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
な
ど
の
活
断

層
を
震
源
と
す
る
地
震
や
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
災
害
か
ら
家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、
常

日
頃
か
ら
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、「
災
害
に
強
い
人
と
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
と
も
に
考
え
、

備
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
助
け
合
い
が
あ
な
た
を
救
う

泉台自治会放水訓練

小八木防災フェスタ

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る

自
分
た
ち
の
地
域
は
地
域
の
み
ん
な
で
守
り
あ
う

特
集

五個荘竜田町総合防災訓練

八日市金屋防災訓練

五個荘奥町防災訓練

小川自治会防災の集い



　

大
地
震
や
広
域
洪
水
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
時
に
は
、
建
物
の
倒
壊
や

火
災
、
道
路
・
橋
な
ど
の
損
壊
が
同

時
に
発
生
し
、
ま
た
、
電
話
の
不
通

や
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
使
用
不
能
箇
所
も

多
く
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
の
災
害
対
策
本

部
の
機
能
や
、
消
防
な
ど
の
防
災
関

係
機
関
の
活
動
が
、
著
し
く
制
限
さ

れ
た
り
、
対
応
が
遅
れ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
災
害
発
生
か

ら
一
定
の
間
は
、
家
族
や
隣
近
所
の

み
な
さ
ん
の
助
け
合
い
が
最
も
大
切

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
日
頃
か
ら
地

域
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
立
ち
向

か
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

生
活
安
全
対
策
課
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自主防災活動リーダー研修会をかねて開催された能登川地区
まちづくり協議会のまちづくりフォーラム「能登川は大丈夫？」

沖野消火訓練

平尾町防災運動会

大森町自主防災避難訓練
五個荘中町・五個荘五位田町
自治会合同防災運動会

和南町避難訓練 八日市清水避難訓練

北坂町防災訓練
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能
登
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
部
会
で
は
、

平
成
18
年
８
月
に
各
自
治
会
に
対
し

て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
約

75
％
の
自
治
会
か
ら
「
自
主
防
災
組

織
が
必
要
・
で
き
れ
ば
必
要
」と
の
回

答
を
得
た
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
支
援
に
力
を
注
い
で

こ
ら
れ
、
今
年
の
６
月
に

は
４
回
に
わ
た
る
「
自
主

防
災
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
部
会
で

は
、能
登
川
支
所
前
に
「
か

ま
ど
ベ
ン
チ
」を
設
置
し
、

防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

五
個
荘
竜
田
町
で
は
、
平
成
19
年

10
月
に
竜
田
町
特
設
消
防
隊
を
立
ち

上
げ
ら
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
地
域
の
防
災
・
減
災
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

平
成
20
年
か
ら
毎
年
夏
に
実
施
さ

れ
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
災

害
時
要
援
護
者
も
想
定
し
た
避
難
訓

練
や
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
台
自
治
会
で
は
、
平
成
18
年

４
月
に
泉
台
自
主
防
災
会
を
立
ち
上

げ
、
防
災
だ
け
で
な
く
防
犯
の
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

毎
月
第
一
日
曜
日
に
放
水
訓
練
や

全
戸
訪
問
の
夜
回
り
を
し
、
年
に
１

回
、
合
同
消
火
訓
練
、
外
部
講
師
に

よ
る
防
災
講
話
、
救
命
講
習
、
避
難

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま

で
、
３
人
１
組
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

も
行
い
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守

る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

能登川支所前に設置されたかまどベン
チ。普段はベンチとして、緊急時には
かまどとして使うことができます。

今井陸之助さん（能登川地区ま
ちづくり協議会事務局長）
　４回にわたっての自主防災活動
リーダー研修会に、能登川地区
51自治会中39自治会から参加を
得られました。このことは、みな
さんの防災意識の高まりを表しているものと思い
ます。多くの参加者がこの研修会の継続を希望さ
れていることも、主催者として心強い限りでした。

能登川地区まちづくり協議会

小杉勇さん（五個荘竜田町防災・防犯会議
議長）
　大きな災害が毎年どこかで発生してお
り、地域の中の火災に対する組織だけで
は不十分で、災害全般に対応できる組織
を立ち上げる必要性を感じ、自主防災組織を立ち上げま
した。地域の防災には、地域の繋がりが最も大事なこと
なので、イベントや訓練などを通じて参加者のみなさんの
繋がりを作っていきたいです。

五個荘竜田町自治会

泉登さん（泉台自主防災会会長
および能登川地区まちづくり協
議会安全・安心のまち部会会長）
　自分の身は自分で守らなけれ
ばなりません。それで初めて家
族が守れます。そして、家族が大事なら、同じ
ように隣の人たちにも目を向けるようになると
思います。そういう気持ちを一人ひとりが持てば
心強いです。

泉台自治会

竜田町総合防災訓練での初期消火訓練

小学校低学年下校時には付き添いパ
トロールもされています

地域を守るために
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８
月
１
日
㈰
、
滋
賀
県
消
防
学
校

（
神
郷
町
）で
、
滋
賀
県
、
㈶
滋
賀

県
消
防
協
会
主
催
の
「
第
45
回
滋
賀

県
消
防
操
法
訓
練
大
会
」が
開
催
さ

れ
、
東
近
江
市
か
ら
は
市
消
防
操
法

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
３
隊
が
出
場
し

ま
し
た
。

大
会
の
結
果

●
ポ
ン
プ
車
の
部

第
４
方
面
隊
（
五
個
荘
）　

第
４
位

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部

第
６
方
面
隊
（
湖
東
）　　

第
７
位

第
２
方
面
隊
（
八
日
市
）　

第
18
位

滋
賀
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
の
結
果

ポンプ車の部４位入賞の第４方面隊

　

蒲
生
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
ひ
だ
ま
り
部

会
で
は
、
平
成
19
年
４

月
の
設
立
以
来
、
地
域

の
防
災
活
動
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
自

治
会
長
や
ま
ち
づ
く
り

委
員
な
ど
を
対
象
に
防
災
講
演
会
・

先
進
地
視
察
な
ど
を
開
催
さ
れ
、
平

成
21
年
度
に
は
自
主
防
災
組
織
の
必

要
性
や
立
ち
上
げ
方
、
要
援
護
者
の

避
難
時
の
誘
導
な
ど
年
４
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
の
中
の
防
災
拠

点
に
設
置
す
る
た
め
の
炊
き
出
し
か

寺嶋嘉孝さん（蒲生地区まちづ
くり協議会ひだまり部会部会長）
　各自治会自体にいろいろな
コミュニケーションや交流があ
り、そういった繋がりが、最終
的に強い防災力に繋がると思
います。みなさんには、自治会
の事業に積極的に参加いただき、繋がりを深め
ていただきたいと思います。

蒲生地区まちづくり協議会

矢田一雄さん（沖野防災会
会長）
　沖野１・２・３自治会は、
約700世帯の地域ですが、
３つの自治会が連携して沖
野防災会を設立しました。このほど助成を
受けて整備した防災資機材を、毎年実施し
ている訓練にも活用し、大きな災害に対する
安全なまちづくりを進めたいと思っています。

沖野総自治会

　

沖
野
総
自
治
会
で
は
、
平
成
21
年

に
沖
野
防
災
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
宝
く
じ
助
成
金
」に
よ

る
「
平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」に
選
定
さ
れ
、
ア
ル
ミ
組

立
リ
ヤ
カ
ー
、
業
務
用
メ
ガ
ホ
ン
、

救
助
工
具
セ
ッ
ト
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
な
ど
の
防
災
機
材
を
購
入
さ

購入された防災機材

炊き出しかまど作成の説明会

ま
ど
（
か
ま
ど
ベ
ン
チ
）の
作
成
や
、

防
災
ず
き
ん
の
作
成
を
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

れ
、
今
後
の
防
災
活
動
に
生
か
し
て

い
か
れ
る
予
定
で
す
。
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